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研究成果の概要（和文）：本研究では、本国へと影響を与える移民コミュニティの社会運動にとくに焦点を当て
つつ、グローバル化された社会におけるトランスナショナルな社会運動の特質を浮き彫りにすることを目的とし
た。事例としてはオセアニアを扱った。主たる成果としては、オセアニア大国（ニュージーランド、オーストラ
リア）におけるオセアニア移民の状況と社会運動に関する新しい資料を発掘・収集し、その特質の一端を検討す
ることができた。また、紛争を起点としてグローバルな影響関係で揺れ動くオセアニア諸社会を扱った編著を刊
行した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to highlight the nature of transnational social movements 
in a globalized society, with particular emphasis on the social movement of immigrant communities 
that influence the home country. As a major result, I can gather information on the situation of 
various immigrant communities and examine a part of their characteristics of their social movements 
in New Zealand and Australia. In addition, I have edited a book to analyse how people have affected 
by global network from case studies of various conflicts in pacific societies.

研究分野：社会人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1980 年代以降、グローバル化の影響から
国家の役割が再編されるなか、新たな公共性
や政治のあり方が激しく問われている。別言
すれば、間接民主主義の問題点が噴出する中、
新たな政治参加の形態を模索するという意
味で、社会運動の意義を再検討する必要性が
認識されつつある。参加型民主主義や社会運
動など政治参加の形態が議論され、社会関係
資本の重要性に焦点があたり、さらには思想
としてのアナーキズムのあり方が批判的に
問い返されるようになってきているのは、そ
うした時代の流れを反映してのことである
と考えられる。  
 研究代表者はこれまでオセアニアのフィ
ジーを主な調査地としてその宗教的運動や
独立以降の紛争をはじめとする政治的安定
性の問題について、オセアニアという比較の
枠組みで検討してきた。そうしたなか気づか
されたのは、国の内部にだけ焦点を当てるこ
との限界と、在外コミュニティの存在感の増
大である。従来のオセアニア研究で指摘され
てきた送金の影響だけでなく、ことに政治的
な文脈における彼らの存在感に留意する必
要性がある。 
たとえば、1980年代後半よりフィジーは、
定期的に起きるクーデタなどの政治的問題
から、大量の移民を近隣の大国であるオース
トラリア、ニュージーランド（ここでは、こ
の二国をオセアニア大国と表記する）さらに
はアメリカ西海岸に輩出している。彼ら移民
コミュニティは、正確な統計は存在していな
いものの、送金や海外での政治的活動を通じ
て本国にも多大なる影響を与えている。本国
側もたとえば紛争後の憲法改正の際に在外
コミュニティの意見を積極的に求めること
まで行っている。 
背景にはオセアニアの島嶼国では、国によ
っては人口の 3割を在外集団が占めるという、
いわばネットワークで形成された社会とな
っているという点がある。本研究では、なか
でも、本国へと影響を与える移民コミュニテ
ィの社会運動――移民先でのデモ行進、新た
なメディアを利用した政治的意見の発信、在
外コミュニティとしての本国の政治過程へ
の参加など――に焦点を当てつつ、グローバ
ル化された社会におけるトランスナショナ
ルな政治的関わり方の特質を浮き彫りにす
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は、第三世界における社会運動の特
質の一端を、オセアニアをフィールドとして
解明することを目的としている。 
オセアニアにおいては、植民地時代の宗教
的・反植民地的運動、プロトナショナリズム
運動の時代を経て、1980 年代後半以降グロ
ーバル化の影響のもと、暴動から民族紛争、
クーデタが生起する中で様々な政治的な社
会運動が再度活性化している。 

本研究では、理論的には 1980 年代以降の
新たな社会運動、参加型民主主義の研究、事
例としては移民コミュニティと宗教復興や
ナショナリズムとの相関関係に関する研究
を念頭に置きつつ、人類学的な民族誌的記述
分析を通じて、社会運動に関する文化人類学
的考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、オーストラリア、ニュージーラ
ンドを中心とする移民受け入れ国における
文献調査と関係者へのインタビューを通じ
て遂行する。また、移民排出国であるフィジ
ーにおける現地調査と文献調査を併せて敢
行する。 
各種の文献は、公文書館における政府関係
文書から大学図書館における専門図書まで
を対象として収集・閲覧のうえ読解する。聞
き取り調査は、移民ともかかわりのある研究
者や政府関係者から、移民コミュニティの特
定の人物とコンタクトを取りながら、対象を
雪だるま式に拡大して行う。 
 ４年の研究期間のあいだに、順次、既存文
献の収集読解、あらたな史資料の発掘、現地
調査、関係研究者との情報交換などをおこな
った。さらに必要性に応じて、史資料調査と
現地調査を往還して遂行した。 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、以下の文献調査、現地
調査を遂行することができ、それを踏まえて、
関係する主要な研究成果としては、編著1冊、
論文５件、学会発表を９件（うち２件は、オ
セアニアと人類学に関するそれぞれの国際
学会）のほか、20 件程度の短い文章を発表し
た。 
  
（１）文献調査及び研究ネットワークの構築 
イギリスの国立公文書館、フィジーの南太
平洋大学図書館及び、オーストラリアにおけ
るオーストラリア国立大学図書館、国立図書
館、国立古文書館、移民資料館に所蔵が確認
されているオセアニアの移民と少数民族ま
たフィジーに関係する資料の調査を遂行し
た。 
ことに先住系のひとびとが、クーデタを契
機にどのような組織を形成して、活動を行っ
ていたのかを知ることができる文書をまと
めて閲覧できたため、人々の政治参加の形が
見えてきた。同時に、フィジーにおいて共産
党を設立した人物が、本国を離れてからいか
なる活動をしていたのかを傍証する歴史か
ら埋もれていた資料も発掘できた。先住系以
外の少数民族の国際的な社会運動の展開に
関する資料も見つけることができた。 
 研究ネットワークの構築と研究成果の交
際的な発信のために、グイド・ピグリアスコ
とマット・トムリンソンが主催するオセアニ
ア社会人類学会（ASAO：Association for 
Social Anthropology in Oceania）における



パネル、人類学会の国際学会（IUAES：
International Union of Anthropological 
and Ethnological Sciences）にてニコ・ベ
ズニエとスーザン・ナロツキーによるパネル
に参加して発表を行った。またそれぞれの学
会での活動を通じて研究者と情報交換と将
来的な共同研究のための打ち合わせを行っ
た。ここで話し合われた内容にかかわるパネ
ルを将来組織することも検討している。 
 
（２）現地調査 
オーストラリアの各都市（メルボルン、キ
ャンベラ、ブリスベン、アデレイド）、ニュ
ージーランドの首都オークランド近郊及び
フィジーを中心に現地調査を行った。本研究
の調査・成果公開を通じて得られた具体的な
知見としては以下の項目を挙げることがで
きる。 
 オーストラリアにおいては、国レベルの移
民政策の変遷に関する先行研究が手厚く存
在している。オセアニアからの移民について
も、そうした国の政策の変遷と移民の集団の
属性（出身国、民族、時代、階層など）の一
連の変化の流れの中に位置づけて捉えたほ
うがよいということが明確になった。 
またオセアニア大国は先住民族による社
会運動が盛んな地域として知られているが、
同時に、現時点のそれぞれの都市部において
は、多民族的な催しが開催されたり、移民資
料館が設立されていたりした。そうしたもと
もと外来の移民であった集団をローカル社
会の成員として確立をさせ、彼らに関する最
低限の情報の収集・公開行うと同時に、彼ら
を包摂する社会の構築に向けた試みがなさ
れていることが分かった。 
オーストラリアへのフィジーを中心とす
る移民については基礎的なデータを一部入
手することができた。データで検証できる段
階ではないが、研究代表者の観察では、ニュ
ージーランドでも似たような傾向があるが
より民間の自生的な活動に依存しており、オ
ーストラリアほど包括的でもなく、組織的な
補助がみあたらなかった。 
 本国との関係についてみてみると、移民の
ネットワークの形成状態については、民族ご
とに傾向の違いがうかがえた。アジア系に比
して、オセアニア系は、移民時期が比較的近
年であることもあってか、本国との接触は頻
繁で、別言すると移民先への定着（たとえば
公的部門への社会的進出など）はまだ不十分
である。 
また移民のトランスナショナルな移動と
民族的なアイデンティティの表出という観
点からみると、政治参加や社会運動にまつわ
る動員では政治的な接点が重視されるが、移
民コミュニティによる民族的感情の表出と
いう意味では、それにもましてスポーツなど
の各種のイベントなどにおける機会が人々
の集合の結節点としてむしろ重要となって
いる点なども、今後の検討すべき対象である

と思われた。 
 
本研究を進行中に着想を得て、現代文化の
なかにおける政治、スポーツなどの場におけ
る対抗的アイデンティティの表出と民族的
属性の関わりを比較検討の対象に含んだ共
同研究プロジェクトを 2015 年度から進めて
いる（国立民族学博物館・共同研究会（『応
援の人類学――政治・スポーツ・ファン文化
からみた利他性の比較民族誌』）。 
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